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規
制
強
化
の
動
き

　

特
に
そ
の
乱
用
が
大
き
な

社
会
問
題
化
し
た
12
年
以

危
険
ド
ラ
ッ
グ

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
平
成
の

初
期
、
１
９
９
０
年
代
後
半

か
ら
国
内
薬
物
マ
ニ
ア
の
間

で
流
行
し
始
め
ま
し
た
。
乾

燥
し
た
植
物
片
に
有
害
物
質

を
付
着
さ
せ
た
「
ハ
ー
ブ
」

と
称
せ
ら
れ
る
も
の
や
、
液

体
に
溶
か
し
た
「
リ
キ
ッ

ド
」、
粉
末
状
に
し
た
「
ソ

ル
ト
パ
ウ
ダ
ー
」
な
ど
、

様
々
な
形
状
の
製
品
が
市
場

に
現
れ
ま
す
。
供
給
者
は
、

そ
の
有
害
性
が
厳
密
に
は
確

定
さ
れ
て
な

い
た
め
法
規

制
の
対
象
外

に
置
か
れ
て

い
る
と
し

て
「
合
法
ド

ラ
ッ
グ
」「
脱

法
ド
ラ
ッ

グ
」
な
ど
と

称
し
、
ア
ダ
ル
ト
グ
ッ
ズ

シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
信
販
売
な
ど
で
半
ば
公

然
と
販
売
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
青
少
年
を
中
心

に
そ
の
乱
用
が
拡
大
し
て
い

き
、
そ
の
結
果
危
険
ド
ラ
ッ

グ
の
摂
取
に
よ
る
も
の
と
疑

わ
れ
る
中
毒
等
の
健
康
被
害

や
事
故
が
多
発
し
、
死
亡
例

ま
で
も
報
告
さ
れ
る
事
態
に

至
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け

政
府
は
対
応
策
を
急
ぎ
ま

す
。 参

議
院
議
員　

藤
井 

基
之

平
成
の
時
代
と
は

▷ 3 ◁

薬
物
問
題 

そ
の
３

作
用
や
、
幻
覚
作
用
を
有
す

る
有
害
物
質
の
取
り
締
ま
り

を
可
能
と
す
る
「
指
定
薬
物

制
度
」
を
導
入
し
た
薬
事
法

（
現
薬
機
法
）
改
正
法
案
は

06
年
に
成
立
、
07
年
４
月
１

日
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
国
内
で
の
乱
用
の
動
き

は
治
ま
り
ま
せ
ん
。

　

警
察
庁
は
14
年
上
期
に
逮

捕
・
書
類
送
検
さ
れ
た
危
険

ド
ラ
ッ
グ
使
用
者
１
１
６
人

を
分
析
し
、「
今
ま
で
薬
物

事
件
と
は
無
縁
だ
っ
た
20
～

30
歳
代
の
男
性
が
街
頭
の
店

舗
で
買
っ
て
い
る
」と
の「
危

険
ド
ラ
ッ
グ
使
用
者
像
」
を

示
し
ま
し
た
。
数
値
で
見
る

と
、「
初
犯
者
80
・
２
％
、

20
～
30
歳
代
68
・
１
％
、
男

性
95
・
７
％
、
店
舗
で
の
購

入
62
・
１
％
」
と
あ
り
、
そ

れ
ま
で
の
薬
物
乱
用
者
と
は

明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で

す
。

　

多
く
の
関
係
者
は
１
９
６

５
年
（
昭
和
40
年
）
頃
か
ら

若
者
の
間
に
流
行
し
、
社
会

問
題
化
し
て
い
っ
た
「
シ
ン

ナ
ー
遊
び
」
の
再
来
を
危
惧

し
ま
し
た
。
小
生
も
そ
の
一

人
で
し
た
。

　

シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
有
機
溶

剤
を
吸
入
す
る
「
シ
ン
ナ
ー

遊
び
」
に
対
し
て
は
、
72
年

（
昭
和
47
年
）、
改
正
毒
物
劇

物
取
締
法
に
よ
り
、
そ
の
吸

引
等
を
規
制
し
た
も
の
の
、

98
年
（
平
成
10
年
）
に
は
６

６
１
１
人
が
検
挙
さ
れ
る
ま

で
に
そ
の
乱
用
が
広
が
り
、

表
１
の
通
り
、
そ
の
後
も
長

期
に
わ
た
り
わ
が
国
薬
物
使

用
の
生
涯
経
験
率
ト
ッ
プ
の

座
を
占
め
、
そ
の
弊
害
が
記

録
さ
れ
た
“
悪
夢
そ
の
も

の
”
で
し
た
。

　

改
正
毒
物
劇
物
取
締
法
に

よ
る
シ
ン
ナ
ー
遊
び
対
策
を

表1　薬物使用の生涯経験率の推移（1995 ～2015年） 
有機溶剤 大麻 覚せい剤 危険ドラッグ いずれかの薬物

1995年 1.7% 0.5% 0.3% − 2.2%
1997年 1.9% 0.6% 0.3% − 2.5%
1999年 1.7% 1.0% 0.4% − 2.6%
2001年 2.0% 1.1% 0.3% − 2.7%
2003年 1.5% 0.5% 0.4% − 2.0%
2005年 1.3% 1.2% 0.3% − 2.2%
2007年 2.0% 0.8% 0.4% − 2.6%
2009年 1.9% 1.4% 0.3% − 2.9%
2011年 1.6% 1.2% 0.4% − 2.7%
2013年 1.9% 1.1% 0.5% 0.4% 2.5%
2015年 1.5% 1.0% 0.5% 0.3% 2.4%

厚生労働省「医薬品・医薬機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業」資料より

表２　危険ドラッグ規制の主な動き
(法制面)

2013年２月20日 （厚生労働省令）包括指定方式※の初導入

2013年10月１日 （改正麻向法等）麻薬取締官、麻薬取締員に権限付与等

2014年４月１日 （改正薬事法等）単純所持・使用の禁止規定新設

2014年12月17日 （改正薬機法）停止命令の対象の拡大等

2015年４月１日 （改正関税法）指定薬物輸入禁止

(その他)

2012年８月30日 合法ハーブ等と称して販売される薬物に関する当面の乱用防止対策

2013年８月７日 第４次薬物乱用防止５カ年戦略

2014年７月18日 危険ドラッグの乱用を根絶するための緊急対策

2014年７月22日 公募により「危険ドラッグ」の呼称を採用

2018年６月15日 第５次薬物乱用防止５カ年戦略

法
規
制
の
開
始

　

２
０
０
５
年
２
月
厚
生
労

働
省
に
設
置
さ
れ
た
「
脱
法

ド
ラ
ッ
グ
対
策
の
あ
り
方
に

関
す
る
検
討
会
」
は
、
11
月

「
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
」
の
用
語

を
「
違
法
ド
ラ
ッ
グ
」
と
す

る
こ
と
、
及
び
法
的
整
備
を

含
む
対
策
等
を
「
提
言
」
と

し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

法
制
整
備
が
進
む
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

法
目
的
（
法
第
１
条
）
に

「
指
定
薬
物
の
規
制
に
関
す

る
措
置
」
を
明
記
し
、
危
険

ド
ラ
ッ
グ
に
含
ま
れ
る
中
枢

神
経
系
の
興
奮
作
用
・
抑
制

見
て
き
た
関
係
者
と
し
て

は
、「
覚
醒
剤
取
締
法
」
や

「
麻
薬
向
精
神
薬
取
締
法
」

の
よ
う
な
個
別
規
制
法
規
を

用
意
し
な
い
今
回
の
薬
事
法

改
正
に
よ
る
危
険
ド
ラ
ッ
グ

対
策
に
対
し
て
は
、
規
制
の

実
効
性
を
憂
慮
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
取
り
締
ま
り
体
制

一
つ
を
見
て
も
、
医
薬
品
の

製
造
・
販
売
施
設
等
、
も
っ

ぱ
ら
許
可
業
態
を
対
象
に
監

視
活
動
を
行
う
薬
事
監
視
員

が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
当
然
の
こ
と
で

す
が
、
許
可
業
態
で
は
な
い

危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
販
売
店
舗

を
対
象
と
す
る
監
視
業
務
と

は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
06

年
４
月
13
日
の
国
会
質
問
で

も
、
こ
の
点
を
質
し
ま
し
た

が
、
政
府
答
弁
は
要
を
得
ま

せ
ん
。
こ
の
危
機
感
が
薬
物

取
り
締
ま
り
の
プ
ロ
、
麻
薬

取
締
官
・
麻
薬
取
締
員
の
活

用
を
求
め
る
13
年
の
議
員
立

法
に
つ
な
が
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

降
、
政
府
も
議
会
も
急
速
な

動
き
を
見
せ
ま
す
。
規
制
強

化
・
充
実
を
求
め
る
議
員
立

法
案
は
同
年
の
衆
議
院
解
散

で
翌
13
年
に
持
ち
越
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
対
策
の
経
緯

等
は
表
２
の
通
り
で
し
た
。

　

※
「
指
定
→
取
り
締
ま
り

→
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
し
た

新
製
品
の
上
市
→
指
定
→
取

り
締
ま
り
→
…
…
」
と
続
く

「
い
た
ち
ご
っ
こ
」
と
の
批

判
に
対
処
す
る
た
め
、
政
府

は
指
定
薬
物
の
指
定
の
迅
速

化
を
図
る
と
共
に
“
包
括
指

定
方
式
”
を
導
入
。
13
年
２

月
合
成
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
系

薬
物
７
７
０
物
質
を
、
同
年

12
月
及
び
15
年
５
月
に
は
カ

チ
ノ
ン
系
薬
物
１
３
３
４
物

質
を
包
括
指
定
し
ま
し
た
。

　

07
年
法
施
行
当
初
31
物
質

で
あ
っ
た
指
定
薬
物
数
は
、

そ
の
後
国
内
の
み
な
ら
ず
、

海
外
の
乱
用
状
況
を
考
案
に

入
れ
指
定
を
拡
大
し
た
こ
と

も
あ
り
、
そ
の
数
は
19
年
９

月
８
日
現
在
、
２
３
７
２
物

質
を
数
え
ま
す
。（

つ
づ
く
）

　

◇
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
フ
ァ
ー

マ
＝
小
児
・
Ａ
Ｙ
Ａ
（
思
春

期
と
若
年
成
人
）
世
代
の
癌

経
験
者
の
就
職
支
援
動
画

と
癌
経
験
者
の
社
会
復
帰
を

支
援
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
Ｃ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ス
」
を
公

開
し
た
。

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
癌
治
療

の
進
歩
に
よ
り
、
癌
経
験
者

が
治
療
を
受
け
な
が
ら
就
労

で
き
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
癌
経

験
者
の
就
労
や
社
会
復
帰
を

支
援
す
る
の
が
目
的
。
癌
経

験
者
が
社
会
復
帰
す
る
際
に

感
じ
る
悩
み
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
生
活
情
報
サ
イ
ト
と
な
っ

て
い
る
。

　

脱
毛
や
メ
イ
ク
、
ス
キ
ン

ケ
ア
な
ど
患
者
が
癌
や
治

療
に
よ
っ
て
生
じ
る
外
見

変
化
の
悩
み
を
解
決
す
る
た

め
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

や
、
食
生
活
の
悩
み
を
軽
減

す
る
た
め
の
情
報
を
提
供
し

て
い
く
。

　

◇
日
本
新
薬
＝
同
社
が
主

催
す
る
第
11
回
「
日
本
新
薬

こ
ど
も
文
学
賞
」
の
最
優
秀

賞
受
賞
者
２
人
が
共
作
し
た

絵
本
「
み
み
く
そ
く
ん
」
が

完
成
し
た
。
３
万
部
を
全
国

の
医
療
機
関
や
図
書
館
な
ど

公
共
施
設
に
配
布
す
る
。

　

絵
本
は
男
の
子
と
耳
垢
の

心
の
交
流
を
描
い
た
ハ
ー
ト

フ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
。
杉
江
勇

吾
氏
の
物
語
に
長
谷
川
あ
か

り
氏
が
絵
を
描
い
た
。

　

文
学
賞
は
、
同
社
が
創
立

90
周
年
を
記
念
し
て
２
０
０

９
年
に
創
設
し
た
も
の
。
今

年
は
、
物
語
１
１
６
０
点
と

絵
画
２
５
５
点
の
応
募
が

あ
っ
た
。


